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問題の処理（ヨハネ4:17-26）
あなたには夫が五人あったが、今あなたといっしょにいるのは、あなたの夫ではない。この言葉の中から、彼女の人生がどれほど波乱万丈だったのかが読み取れると思います。いろいろなことがあり、とても辛い人生を送ってきたと思われるのではないでしょうか。いろいろな理由が取り上げられるでしょうが、このサマリヤの女性に波乱万丈の人生、人生の様々な辛いことや問題があったということは、そうならざるをえない理由があったからです。そして、それを越えて、今日の聖書の箇所を見ます限りは、彼女は人生の唯一の答えであり、希望であるキリストと出会うためにそのような問題があったということが言えるのではないでしょうか。そして、そのキリストと出会って彼女は今までにはなかった新しい人生が始まります。町に出て行って、今までは隠れて暮らしていた彼女が町の多くの人に「私の人生の答えが分かっていらっしゃるメシア、キリストと出会ったよ」と大きな声で叫び、町全体が変えられるきっかけになりました。つまり、彼女の波乱万丈の人生というのは、彼女の全く新しい人生のきっかけになったとも言えるものではないでしょうか。今現在も、全世界に災難が絶えません。ニュースをとおして、私たちの身の回りではありませんが、耳にしている様々な災難のニュースがあります。また、各地で戦争も絶えないし、災いが終わらないでずっと続いている状況です。直接、その災いと災難に遭っていなくても、ひとりひとり個人的には現実の様々な問題を抱えて苦しみさまよっているということが事実です。ときには今の現実の前に過去に引きずられ、それが心の傷となってどうしてもそこから逃げられないで苦しんでいる人も少なくありません。世の中のことばではどうしても逃げられないから、それを「過去の亡霊」という表現をするくらいです。そのようなことにさいなまれているということも現実です。人それぞれ形は違うでしょうが、様々な悩み事、いろいろな問題を抱えて人生を生きているのではないでしょうか。問題は、そのような人生の悩み、その問題を正しく処理しないと、どんなに暴れていても、その問題に捕らわれているままずっと繰り返されていくようになります。ただ努力して頑張るだけであって、その問題は、その悩み事は終わることがありません。だから、問題がある、ないのことではありません。人生、誰でも問題を抱えて生きています。その問題をどのように処理するかによって、これからの私たちの人生は勝利あるものになるわけです。
ですから、今日の聖書の箇所を中心にして、どのように問題を処理すべきなのか、問題があるからダメだではなく、問題をどのように処理するのかをテーマにしていただきたいと願います。

今日の聖書の箇所に紹介されているサマリヤの女の人をとおして、私たちが教えられることは、いろいろな問題があるのですが、その問題の処理は、実はその問題をとおして人生の真実に目を向けることが問題の処理です。今まで見たことがない、見ることができなかった人生の真実というものがあります。例えば、その問題がなければ、その問題が起こってなかったら、その人生の真実には目を向けようともしなかったでしょう。ですから、神様のいろいろな配慮によって問題が許されます。その問題を通して私たちはどうすればこの問題をなくせるか、どうすればこの問題から握られるか、どうすればこの問題から抜け出せるかばかりを考えて暴れるようになりますが、それは正しい処理ではありません。それはある意味、当たり前かもしれないし、本能とも言えるかも知れません。しかし、それでは問題は正しく処理できないし、人生は変わりません。ずっと問題にさいなまれる人生が繰り返されるだけです。ですから、問題の正しい処理というのは、今まで見たことがない、見ることができなかった人生の真実に目を向けることです。問題を抱えて悩んでいらっしゃる方がいれば、ぜひそのようにご自分の問題を処理していただきたいと願います。特に、今まで見ることができなかった人生の真実の中でも根本の部分です。真相とも言えるのではないでしょうか。しかし、それは問題があるからといって、その問題を研究し調べて、それに対していろいろなことが言えます。しかし、私たちが研究して調べるから、悩むからその真実が見えてくるわけではありません。それは神様が私たちに教えてくださるものです
ですから、問題の正しい処理というものは人生の真実に目を向けることですが、それが神様のみことばだけに記されていますので、神様のみことばに耳を傾けることによって真実に目を向けるようになります。それが問題の処理です。神様はこのようにおっしゃっています。今、問題を抱えているのか。今、大変なのか。今、辛いでしょう。今、悲しいでしょう。でも、実は私があなたがたを最初に作ったときには、そのような悲しみ、悩み、苦しみなどは一切ありませんでした。あなたがたはすばらしい、美しい、尊い存在として作られていたのです。そのときは、神のかたちに作られて、神様があなたがたとともにいて、あなたがたは祝福だったのです。あなたがたのいのちの基だったのです。しかし、あなたがたは神に対して罪を犯すことによって、しかもその罪が目に見えない悪魔のしわざ、惑わしによって神様に背き、神様に罪を犯すことによって神から離れるようになり、神様と断絶するようになった。これが真実です。その後、神を失ってしまった人間は、残念ですが目に見えない悪魔、サタンに支配されどうにもならない、抜け出すことができない滅びの運命の勢力に捕えられるようになってしまいました。あなたが今、抱えて苦しんでいる問題は、ただの問題、誰かのせい、何かのゆえにではなくてもっと深いわけがあるのです。これが人生の真実というものです。いまだにあなたの心には、旦那のせいで、社会のせいで、自分のせいで、家庭のせいで、親のせいでといろいろなことを考えているかもしれません。その事件さえなければ、あの地震、事故さえなければといろいろなことを考えているでしょうが、それは本当の真実ではありません。今の悲しみ、問題を通して、真実に目を向けてください。精神的に弱っているのか。心を病んでいるのか。その真実は、あなたが考えていることよりももっと深いところにあるのです。神様から離れてしまった結果、どうにもならない悪魔の支配のもとで運命の力に捕らわれているから、そのような問題になってしまったのです。そうならざるをえない問題を抱えて生まれてきたのです。残念ながら、今まではそのようなことを教えるところもなかったし、たとえ教えたとしても全く教える能力もなかったでしょう。悲しみ、問題、苦しみをとおして、やっと目を向けるようになったのか。それがあなたの問題の真実なのです。生まれたときから神の御怒りを受けるべき子らとして生まれ、家系代々に流れる家系の問題を抱えて生まれ、生まれたときから今の問題、今の災いに遭うしかない状態で生まれ、それらを抱えて生きてきて、何かのきっかけがあってそれが表に現れただけです。これが真実です。つまり、あなたの問題の根本の部分を見ると、実は暴れても何をどうしても解決不可能な、人間の努力や社会の組織や教育などではどうにもならない問題だったのです。それがあって今のあなたの苦しみ、悲しみの問題があるものなのです。それが神様がおっしゃることです。それにきちんと耳を傾けることが、問題の正しい処理です。すぐさま私たちは楽になりたいし、すぐさま症状をなくしたいでしょうが、それは正しい問題の処理ではありません。たとえ症状がなくなったとしても次々とまた繰り返されます。根本的には何も変わりません。だから、問題の正しい処理は、一番素直になって正直になることです。神様の言葉に耳を傾けて、心の中が貧しくなることが、問題の正しい処理です。「なるほど。そうだったのですか。それも知らずに私は誰かのせいにしていたり、心の傷や憎しみ、復讐などの思いでいっぱいだったし、どうにかしようとして暴れて頑張ってアップアップしていました」と言うことを認めることです。問題の正しい処理は、心が貧しくなること、心が人生初めて素直に正直になることです。神のことばの前で。
問題の正しい処理はそのときに人間の限界を認めるようになります。それが問題の第１の理由です。今まではこうすれば、ああすれば希望、目標も野望も抱えて頑張っていたでしょうが、問題をとおして、悩み事をとおして人生の限界を見ると言うことです。そして、それを認めると言うことが問題の正しい処理です。問題がなくなるかそのままなのかは二の次の問題です。このように問題を処理することが神様の望みです。そのときに初めて心から人生の限界を認めたときに、「なるほど。自分の人生の答え、希望は、神様の憐みと愛のほかにはありません」と告白して求めるようになります。この世にはありません。人々にはありません。神様の愛と憐れみの他には、自分の人生の答えはありません。自分の人生の希望はどこにもありません。そして、そのときにこれが聞こえてきます。神様は私たちを愛して、このどうにもならない問題を根本から掘り出して解決するために、神様はキリスト、メシアを約束されました。つまり、問題の正しい処理というものは、人生、人間の限界を素直に認めて。キリストだけが人生の答えです。キリストにのみ、人生の希望があるのだねと、それに目を向けること、目覚めることが問題の正しい処理です。そのときから新しい人生の扉が開かれます。問題がものすごく嫌でしょうがないものだったのに逆にその問題が新しい人生の扉になるとは夢にも思わなかったでしょうが、問題を正しく処理するとそうなります。これが正しい問題の処理です。

今日の聖書の箇所に出ている女性、５度結婚して５度離婚し、６度目はいつ離婚するか分からないので入籍しないでただ同居しているだけの状態でした。離婚がよい、悪いという議論ではありません。どれほど人生が波乱万丈で心に傷や悲しみがあったでしょうか。しかし、その女性はそんな波乱万丈な人生があったからこそキリストと出会うことができたのです。自分の人生の限界を認めるようになりました。旧約の聖書を見ると、ナアマン将軍という人が紹介されています。一つの国の大将軍です。王様に褒められるほどの、国民から尊敬される将軍でした。しかし、その肩書やうわべでは自分の人生の問題は処理できません。家に帰ってよろいを脱いだ瞬間、体全体は皮膚がんに侵されらい病を患うようになっていたのです。それが人生です。王様の褒め言葉や国民の尊敬などでは、人生の問題は解決できません。ナアマン将軍は、素直に自分の人生の限界を認めて、小さなクリスチャンの女の子の言うこと、つまり、神様のみことばに耳を傾けて人生の真実に目を向けることができました。
ダビデは言いました。クリスチャンでありながらも、人生最大の決定的な過ちを犯したことによって気づいたのです。私は母の胎内にいたときから罪人だった。自分の過ち、ミスをとおして、なぜこんな問題があるのだろう。いつになったらこの問題はなくなるのだろうではなくて、人生の真実に目を向けることができたのです。母の胎から私はだめな人間だったと。パウロと言う人は、有名な伝道者だったにもかかわらず、このように告白しています。この死の体から私を助ける者はいないのかと告白するほど、自分の弱さや問題、悩みを抱えていました。しかし、それを素直に認めることによって、パウロは「私は１０カ月で生まれるはずのものが、８か月半くらいで生まれた者だ。私は罪人の中でも頭なのだ」と自分の弱さをとおして人生の真実に目を向けることができました。それ以来、ダビデもナアマンもこの女性も、そして、パウロも世界を動かすほどの新しい人生を歩むようになります。問題の正しい処理は、このように人を完璧に変えてしまうようになります。ぜひ皆さん、私たちの人生が終わるそのときまで問題は絶えません。今までも様々な問題があったでしょう。問題の正しい処理は、人生の限界を認めることです。人生の今まで見たことがない、ときには聞いたにもかかわらず、教会に通ったにもかかわらず認めようとしていなかった人生の真実に目を向けて、それを素直に正直に認めることです。それでキリストしか人生の答えはありません。私の人生の希望はキリストだけです。その結論にたどり着くのが、問題の正しい処理です。その他に誰かのせいだったのか、どっちが正しかったのか、良かったのか悪かったのかなどは、すべて忘れてください。

そして、問題の正しい処理というものは、今日の女性からも見られるように、真実に目を向けるようになれば、それをとおしてキリストという答えにたどり着くようになります。そのときから、その問題をとおして全く新しい人生を始めるようになります。それが問題の正しい処理です。問題を通して、その問題がなければ想像すらできなかった全く新しい世界、次元、人生を始めるようになります。それが問題の正しい処理です。その問題があるかないか、なくなるかなくならないかはテーマではありません。問題があっても、そのまま残っていても、それが形がなくなっても症状がなくなっても私には構いません。その問題をとおして全く新しい人生を始めます。これが問題の正しい処理です。そのことを聖書の用語で申し上げると、悔い改めると言います。悔い改めると言うのは、ただの反省ではありません。Uターンです。なるほど。今まで私は間違っていたのだね。今まで人生の答えを違うところから求めていたのだね。今まで分かっていたことは全部でたらめだったのだね。キリストの方にUターンしようではないか。キリスト、イエスの方にUターンしようではないか。それが問題の正しい処理です。それが新しい人生の始まりです。イエス・キリストが問題を抱えて、それをとおして真実に目を向けた人に向かっておっしゃっています。すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。イエス・キリストの方にUターンして行くことです。今まではお金さえあれば幸せだと思っていたのに、そこからUターンしてイエス・キリストが私の人生の幸せで答えです。今までは家族団らんさえあれば人生最高だと思っていたのですが、そこからUターンしてイエス・キリストが私の家族の幸せですと、イエス・キリストの方に向けられることです。

そして、イエス様はおっしゃっています。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもとされる特権が与えられる。このイエス・キリストを自分のキリスト、自分の救い主、自分の人生の答えとして信じて心に受け入れることです。これが新しい人生を始めるということです。その瞬間、今までどうにもならなかった滅びの運命に捕らわれて死ぬしかなかった自分というものは死んで、その滅びの人生からは永遠に解放されるようになります。イエス・キリストを信じて受け入れる人は誰でも、死と罪の原理からいのちの御霊の原理によって永遠に解放され、もう二度と滅びることがないし、不幸の人生はもう十字架とともに終わってしまいます。それが新しい人生です。問題の正しい処理は、この永遠に解放された新しい人生を始めることが問題の処理です。その瞬間、聖書に書いてあるとおりに、古いものは過ぎ去って、すべてが新しく作り変えられました。それが新しい人生です。たとえ今まで問題だと思っていたその問題、病気がそのまま残っていても構いません。問題の正しい処理は、イエス・キリストをとおして、イエス・キリストを受け入れることによって全く古いものは過ぎ去り、新しい被造物になり、その瞬間、あなたがたはあなたがたの聖霊が宿っている神殿であることが分かっていないのかと言われる神様ご自身が、イエス・キリストを信じる者の内側に聖霊をとおして入って来られて、その人とワンネス、その人と一つになります。完璧に新しい存在として新しく生まれ、新しいつくり変えられるようになります。これが新しい人生です。問題の正しい処理は、このような新しい人生を始めることです。どうすればよいでしょうか。
イエス・キリストを信じて受け入れることです。そして、神様と一つになったその人は、ピリピ3：20に書いてあるように、いつ死んでも天国に迎え入れられるように永遠に消えることのない希望の存在に変えられます。その瞬間から、その人は自分で生きるのではなくて、詩篇23：2-3に書いてあるように、どんなに厳しい環境、いろいろな問題があっても、神様が羊飼いとなって義の道へ、憩いの場へ導かれる、つまり、神様にガイドされ導かれる人生を歩むようになります。安全で安心できる人生になります。イエス・キリストを信じると、問題の正しい処理は、問題をなくすことではなくて、今までになかった、今まで経験したことのない全く新しい人生に入り込んで新しい人生を歩み始めることが問題の処理です。問題に捕らわれていないで、キリスト、イエスを信じていただきたいと思うし、そこにある新しい人生をぜひ見てその人生を歩んでいただきたいと思います。この新しい人生、イエス・キリストを受け入れて神様と一つになったその人の人生は、ローマ8：２８に書いてあるように、すべてのことを働かせて益となる、悪いことは一切ない人生に変えられます。そのような人生を歩んでいただけないでしょうか。歩みたくないのでしょうか。問題を通して、神様はこのような人生を歩ませるのです。それが問題の真相です。どうにもならない滅びの運命の力、それが真相であると同時に、それにとどまらず、そこから抜け出して全く新しい光り輝く人生を歩むということが問題の処理です。皆さん、新しい人生には神様の力が皆さんのすべてに現れるようになります。聖霊が臨まれると力を得ると言われています。神様の力がともなわれるので何が怖いのでしょうか。何が問題でしょうか。新しい人生です。神の力が必ずともなわれるので、自分の弱さが逆に誇りに変えられる人生があります。キリスト、イエスの中にあって、イエス・キリストを信じて受け入れたのでしょうか。それはもうすでに新しい人生に導き入れられたということです。全く新しい人生を初めていただきたいと思います。それが問題の正しい処理です。

このように神様が祝福と力を与えられることによる私たちが生きる間の人生の姿は何かというと、世の光と言われる、この暗い世に光を照らす人生に変えられるようになります。そのような人生を歩むようになります。何を食べるか、何を飲むか、どうすれば成功できるかばかりを考えて、実際、成功もできないし、葛藤ばかりで劣等感を抱えて生きていた人生を終わりにして新しい人生、世の光として輝く人生を始めることです。それが問題の処理です。どうすればそのようになるでしょうか。人生の限界を素直に認めて、イエス・キリストが自分の人生の必要であり、唯一の希望であり、答えであるという結論にたどり着いて、そのイエス・キリストを信じて受け入れることです。そうすると、その人には問題があると思っていたのに、全く新しい栄光に富んだ人生が待っています。そのような人生を歩んでください。いろいろな問題に引っかかっていないで、いつになったら、なぜということを全部削除して、それにもかかわらず新しい人生を歩み始めていただきたいと思います。
そうすると、最後です。本当に問題がこのように処理されるのであれば、今までほとんどの人が問題をこのように処理したのを見たことがありません。ぜひ問題を正しく処理してください、処理が正しくなされていないと、火の始末を怠ると余計に大きな火事になるのと同じように、正しく処理してください。問題は、なくすことが処理ではありません。人生の真実に目を向けてください。本当に人はどうにもならない。これを認めますか。キリストの他には希望がないという結論にたどり着いたのでしょうか。そのキリストの中に、キリストの方に行くしかないのではないでしょうか。キリスト、イエスを受け入れることによって、全く新しい世界が始まります。全く新しい人生が始まります。その人生を歩んでいただきたいと思います。それが問題の処理です。問題に直接触れていません。これが処理です。

そうすると、最後に問題の正しい処理は、その問題を正しく自分の内側で整理することです。そのように整理するのでしょうか。「なるほど。今までは問題がものすごく見苦しいものだと思っていたけれども、問題は自分自身の教師なのだね。人生の真実に目を向けるようにガイドしてくれた教師なのだね。だから、問題に対して嫌な虫を見るような目で見るのではなくて、問題に対して「ありがとうね」と整理します。これが問題の処理です。このように問題が処理されていないと、つまり、問題に対してわだかまりみたいなものを残してはいけません。過去のことであれ、今現在のことであれ、これが問題の正しい処理です。「問題。おまえがあってよかった。ありがたいな」。そして、そのように処理した場合には、過去の問題でも、今現在の問題でも、その問題と関係なしに、キリスト、イエスと出会いました自分は祝福の人、幸せな人間、全く新しい存在なのだという確信です。その問題に振り回されないで。なぜでしょうか。問題はそのように処理して終わりです。問題があるから不幸、ないから幸せ、ハッピー。そのような図式、方程式は全部消してください。問題はありがたいものでした。それが分かったのであれば、どんな問題があろうが、問題があるにもかかわらず、私は祝福のもの、幸せな者、私は新しい被造物です。なぜでしょうか。イエス・キリストのゆえに。問題があるないと関係なく、イエス・キリストのゆえに。自分が幸せであるということを忘れてはいけません。問題がそれを奪っていってはいけません。このように処理してください。逆にこのように言えるのではないでしょうか。問題があったからこそ、今私が本物の幸せな者、また新しい人生に入ることができたのだと。それが問題ではないでしょうか。このように皆さんの中で整理をしなければいけません。
そして、最後にもう一つ、問題は、これから世の中の人が知らないキリスト、イエスにある世の光としての新しい人生の土台です。つまり、今も問題に悩んで、問題を正しく処理していないまま、その鎖みたいなものに捕らわれている人々を助けるための土台なのです。問題は、新しい人生、伝道者としての人生の土台です。そのように問題を正しく自分の内側で整理して、それにしっかりと釘を刺すこと、これが問題の正しい処理です。問題がなくなるか、亡くならないかということは、神様がなさることであって、究極的に申し上げると、私とは関係ありません。

結論です。それによって皆さんの人生そのものを整理していただきたいと思います。自分の問題に捕らわれない人になってください。問題はいろいろあるでしょうが、捕らわれない人、そして、他人の問題は伝道の理由として見てください。よい悪い、正しい正しくないではなくて、他人の問題は、その人が人生の真実に目を向けるためのきっかけなのです。つまり、伝道の理由として見ていきましょう。そして、皆さんは、新しい人生を歩むようになりました。ですから、問題などに捕らわれないで、どういう問題や悩み事があろうが、それに捕らわれずに神の国と神の義を優先にする人生を歩んでいただきたいと思います。そして、それが大優先であれば、皆さんに約束されている、それを全うできる聖霊充満に心から集中するようにしましょう。なぜ集中できないのでしょうか。問題が正しく処理されていないから、いまだに神経が問題に捕らわれているからです。だから、問題に捕らわれないで早く処理し、神の国、聖霊充満に集中してください。そうすると、他のすべてのことは加えて与えられるものなのです。そのような体験をしていただきたいと思います。他のすべては加えて与えられます。健康も財産も才能も人もいろいろな環境も。だから、これらのことがテーマになるというのは、いまだに問題が正しい処理されていないから、人生が整理されていないからではないでしょうか。問題を正しく処理して、彼女が５度結婚して５度離婚したというのは、まずはどうにもならない問題です。しかし、問題は実は問題ではなくて、キリストと出会うためのきっかけでした。新しい人生を始めるためのプロセスだったと整理して、残りの生涯、神の国を優先にして、他のすべては加えて与えられるものとして、位置づけしていただきたいと思います。最後に、そのとき迫害もともにやってくるようになります。それを覚悟の上で、そのような全く新しい人生、私たちだけに許されている輝く光の人生を、問題のゆえに邪魔されずに問題を正しく処理して、光に人生を全うしていただきたいと願います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。今日も兄弟姉妹とともに教会に集まり、神を見上げ礼拝をささげる、そして、神様のメッセージを聞きありがとうございます。私たちはキリスト、イエスによって、本当は新しい人生、光り輝く伝道者の人生を歩む者です。しかし、問題を正しく処理することができないままこれが翻弄され振り回されるということが多くあります。どうか今日のメッセージを通して、ひとりひとりが問題に対する正しい処理を理解し、問題と人生そのものを正しく整理して、これからは一直線に神の国を優先にして歩んで、勝利の主人公になるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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